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本日　６月４日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　会員スピーチ
　　　 「米山記念事業について」

青少年奉仕委員会 委員長 岡﨑　勇樹 会員

次週　６月11日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知

　　　 　委  員  会  活  動  実  績  報  告

第2665回　例会報告／令和７年５月21日　天候　雨
◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
私は５月の連休中、山の
草刈りと同時に２冊の本
を読みました。その中の
１冊は鎌田浩毅さんの
「Ｍ９地震に備えよ」です。

　私が会長になってからも、高知大学の原忠
先生が「令和６年の能登半島地震による被害
の代表例と事前復興まちづくりの重要性」と
いう題で卓話をしていただきましたが、鎌田
先生のこの本では、10年以内に南海地震が来
る可能性は、2035年から５年の誤差があり、
2030年から2040年の間に起こり、東海地震、
東南海地震、南海地震と連動して起こる可能
性が高く、東日本大震災より一桁大きい、日
本の総人口の半分6,800万人が被災すると言
われています。
　前回は昭和19年、東南海地震が起こった２
年後の昭和21年に南海地震が起こりました。
地震による被害は、家屋の倒壊、火災、津波
等々だけでなく、老人や病人の二次被害もあ
ります。
　私は昭和21年の南海地震のことをよく覚え
ています。小学校２年生で、父は上海からま
だ帰らず、母と２人で土佐清水市で生活をし
ていました。地震が起こったときは、中村の
口屋内で診療所をしていた母の叔母の子ども

が病気で亡くなり、その葬式に出向いており、
私は一人で叔父の家にいました。朝方、地震
が起き、みんな飛び起きて、山に登れといわ
れ100ｍ近い山に駆け上がりました。幸い、
津波はあまり大きいものではなく、家も流さ
れることもありませんでしたが、一人で不安
な気持ちで過ごしたことを覚えています。
　次の南海地震は、このときをはるかに超え
る大きなものになると予想されています。そ
の防止のために、護岸工事やその他の対策は
公共で行われていますが、できるだけ被害が
少なくなるように、一人一人の地震に対する
心構えも大切ではないかと思います。
　本日の卓話は、高知ＲＣの会員である㈱帝
国データバンク高知支店長の釘本様です。よ
ろしくお願いします。
◇東酔会より

　本日６時半より、料理
処希満里で東酔会を行い
ます。現在、23名が参加
予定です。会費は8,000円、
お釣りのないようにお願
いします。

◇会　長　報　告
・７月に、短期の交換学生がまいります。２
組のホームステイ先が必要です。１組は浦
田会員が、昨年に続き引き受けてください
ますが、あと１組を探しています。どうし
てものときは、私が受ける予定をしていま
すが、毎年、同じ家庭というのは問題だと

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

•佐野博三　釘本さん、本日の卓話ありがと
うございました。
•西森良文　釘本支店長、本日卓話ありがと
うございました。久しぶりの東酔会楽しみで
す。

•土居祐三　釘本さん、今日は興味あるお話
ありがとうございました。
•竹村克彦　中平さん、中西さん、昨夜はお
世話になりました。たいへんおいしかったで
す。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもサロン
イーストのご利用ありがとうございます。
◇遅刻・早退　２件

議院議員のほか、関西経済の重鎮と言われた
方です。欧米への経済視察に出かけた外山氏
が持って帰ってきたものが三つ。鉄道インフ
ラ、アルコールの醸造技術、そして三つ目が
興信業、企業の信用調査です。日本最初の信
用調査会社は1892（明治25）年、外山氏が大
阪で設立した商業興信所です。しかし、大阪
だけではなかなかうまく機能せず、大蔵省時
代の友人に声を掛けます。それが近代日本経
済の父と言われる渋沢栄一氏です。渋沢氏は
すぐに賛同し、４年後の明治29年、東京日本
橋に東京興信所を設立、この２社で全国を網
羅する形になります。外山氏も渋沢氏も、こ
れまでの人脈により金融機関との強いパイプ
があり、支援を受けることができたことも大
きかったと言われています。数々の商業発展
の地盤を築いてきた渋沢氏は、近代的なビジ
ネスをより普及、拡大するためには企業間の
信用確立が必要不可欠だと考えていたようで
す。
　一方、後藤武夫という人物が福岡から東京
へ上京。企業人として活動する中、企業の信
用調査が重要になると確信し、明治33年、29
歳のとき渋沢栄一氏を訪問。興信所を立ち上
げる援助をしてもらえないかと相談しますが、
金融機関の後ろ盾もなく個人では無理だと断
られます。それでも諦めなかった後藤武夫は、
明治33年３月３日、何の後ろ立てもなく、個
人で帝国興信所を立ち上げます。信用を興す
ことを信念とし、自らが会社を訪問して歩き
仕事を取ってきたようです。急速に近代化が
進む日本において、信用調査の需要が急拡大
し、帝国興信所への調査依頼が急増するとと
もに、無事に20周年を迎えることができまし
た。
　その20周年祝賀会の来賓として渋沢氏が招
かれ「20年前、氏が私を訪問したとき、今に

見よとばかりに立ち去られたが、今日のこの
盛大を見るにつけ、そぞろに当時のことが偲
ばれ、謹んで私が氏を見る目がなかったこと
を陳謝する」という言葉を残しています。
　牧野富太郎氏の名言「雑草という草はない」
は、時代小説家の山本周五郎に言った言葉と
されていましたが、この言葉の根拠となる資
料は見つかっておらず、あいまいなままでし
た。ですが、帝国データバンク資料館で山本
周五郎の企画展を開催するにあたり、根拠と
なる本を見つけたことにより、牧野富太郎氏
の言葉であることがはっきりしました。山本
周五郎は、本格的に作家となる前の20代の前
半、弊社の社員として過ごしています。周五
郎は帝国興信所の小会社である会員雑誌「日
本魂」の編集記者となり、有識者を取材して、
記事にまとめることを主な仕事としていまし
た。
　昭和３年、牧野氏への取材の際、周五郎は
「雑草」という言葉を口走り、牧野氏に「世
の中に雑草という草はない。どんな草にもち
ゃんと名前が付いている。人間にはそれぞれ
固有の姓名がちゃんとあるはず。人を呼ぶ場
合は、正しくフルネームできちんと呼んであ
げるのが礼儀というものじゃないか」とたし
なめられます。周五郎はその後、植物や鳥や
虫の名前を覚えるように心がけ、その姿勢は
名もなき庶民を見つめる周五郎の作風にも息
づいています。
　弊社の業務を通して、山本周五郎氏と牧野
富太郎氏が出会い、名言が生まれたエピソー
ドとともに、若き日の山本周五郎が、当時の
帝国興信所の仕事の中で、その後の生き方に
影響を受けるような言葉を牧野氏からいただ
いたということは、私も一社員として感慨深
いものがあります。　

思います。できるだけ皆さんのご協力をお
願いします。

◇幹　事　報　告
・本日、例会終了後に臨
　時理事会を行います。
・来週、５月28日の６時
　半から、高知大神宮に
　てロータリー情報委員
　会を行います。出席を

お願いします。
・今年度の委員会の委員長さんからの事業報
告、締切は今月末ですのでよろしくお願い
します。

　私の出身は福岡県、現在53歳。家族は妻と
長男、長女の４人家族、現在は単身赴任です。
趣味はジョギング、これまで10回以上フルマ
ラソンに参加して完走だけはしていますが、
体重の増加と血圧の上昇とともに、タイムは
ぐんぐん落ちて、一昨年の高知龍馬マラソン
では、制限時間７時間に対して６時間58分43
秒、ギリギリで完走しました。反省を踏まえ
て、昨年は６時間46分。今年はスタート時点
で、たまたま居合わせたロータリーの方にバ
ファリンを頂き、レース中のきついときに服
用した結果、自己ベストで完走しました。
　弊社に入社後、地元の福岡支店、久留米支
店で大半を過ごした後、高知には10年半前の
2014年10月に、調査課長として赴任しました。
５年間勤務の後、高松支店に転勤、３年過ご
した後、2022年10月、現職として再度高知支
店へ。高知で通算８年目、四国で11年目です。
　本社は東京都港区南青山、ホンダ青山ビル
の隣です。創業は明治33年３月３日、現在
125年目。全国に83カ所の拠点があり、各県
庁所在地に拠点を設けているほか、北海道な
ど広いエリアには複数の拠点があります。従
業員は約3,300名、その内、約1,700名が調査

部門に従事、全国で１日当たり、約3,000社
の企業の信用調査を行っています。弊社は
1981（昭和56）年、それまでの帝国興信所か
ら帝国データバンクと社名を変更、現在に
至っています。
　まず、信用調査業務が行われる前提として、
信用取引が社会へと浸透していった背景があ
ります。信用取引とは、手形や小切手のよう
に、後払いのシステムのことで、８世紀のイ
スラム社会では、既に手形が使われていたと
言われています。日本では江戸時代に為替手
形が盛んに取り引きされていたようです。
　信用調査業務は、もともとは世界各国にお
いて経済が拡大し、貨幣経済から信用経済へ
と移行するに従い、取引相手の信用を調査す
る必要が生じ、取引相手の増加で自前の信用
調査には限界がきて、信用調査を専門に行う
第三者機関が求められるようになりました。
世界最初の信用調査会社は、19世紀初頭の産
業革命時のイギリスで誕生したペリー社と言
われており、その後、アメリカを初めとする
世界各地へ広がっていきます。
　日本で最初に信用調査会社を設立したのは
外山脩造という、越後長岡藩士で明治期の衆
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ファリンを頂き、レース中のきついときに服
用した結果、自己ベストで完走しました。
　弊社に入社後、地元の福岡支店、久留米支
店で大半を過ごした後、高知には10年半前の
2014年10月に、調査課長として赴任しました。
５年間勤務の後、高松支店に転勤、３年過ご
した後、2022年10月、現職として再度高知支
店へ。高知で通算８年目、四国で11年目です。
　本社は東京都港区南青山、ホンダ青山ビル
の隣です。創業は明治33年３月３日、現在
125年目。全国に83カ所の拠点があり、各県
庁所在地に拠点を設けているほか、北海道な
ど広いエリアには複数の拠点があります。従
業員は約3,300名、その内、約1,700名が調査

部門に従事、全国で１日当たり、約3,000社
の企業の信用調査を行っています。弊社は
1981（昭和56）年、それまでの帝国興信所か
ら帝国データバンクと社名を変更、現在に
至っています。
　まず、信用調査業務が行われる前提として、
信用取引が社会へと浸透していった背景があ
ります。信用取引とは、手形や小切手のよう
に、後払いのシステムのことで、８世紀のイ
スラム社会では、既に手形が使われていたと
言われています。日本では江戸時代に為替手
形が盛んに取り引きされていたようです。
　信用調査業務は、もともとは世界各国にお
いて経済が拡大し、貨幣経済から信用経済へ
と移行するに従い、取引相手の信用を調査す
る必要が生じ、取引相手の増加で自前の信用
調査には限界がきて、信用調査を専門に行う
第三者機関が求められるようになりました。
世界最初の信用調査会社は、19世紀初頭の産
業革命時のイギリスで誕生したペリー社と言
われており、その後、アメリカを初めとする
世界各地へ広がっていきます。
　日本で最初に信用調査会社を設立したのは
外山脩造という、越後長岡藩士で明治期の衆



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
私は５月の連休中、山の
草刈りと同時に２冊の本
を読みました。その中の
１冊は鎌田浩毅さんの
「Ｍ９地震に備えよ」です。

　私が会長になってからも、高知大学の原忠
先生が「令和６年の能登半島地震による被害
の代表例と事前復興まちづくりの重要性」と
いう題で卓話をしていただきましたが、鎌田
先生のこの本では、10年以内に南海地震が来
る可能性は、2035年から５年の誤差があり、
2030年から2040年の間に起こり、東海地震、
東南海地震、南海地震と連動して起こる可能
性が高く、東日本大震災より一桁大きい、日
本の総人口の半分6,800万人が被災すると言
われています。
　前回は昭和19年、東南海地震が起こった２
年後の昭和21年に南海地震が起こりました。
地震による被害は、家屋の倒壊、火災、津波
等々だけでなく、老人や病人の二次被害もあ
ります。
　私は昭和21年の南海地震のことをよく覚え
ています。小学校２年生で、父は上海からま
だ帰らず、母と２人で土佐清水市で生活をし
ていました。地震が起こったときは、中村の
口屋内で診療所をしていた母の叔母の子ども

が病気で亡くなり、その葬式に出向いており、
私は一人で叔父の家にいました。朝方、地震
が起き、みんな飛び起きて、山に登れといわ
れ100ｍ近い山に駆け上がりました。幸い、
津波はあまり大きいものではなく、家も流さ
れることもありませんでしたが、一人で不安
な気持ちで過ごしたことを覚えています。
　次の南海地震は、このときをはるかに超え
る大きなものになると予想されています。そ
の防止のために、護岸工事やその他の対策は
公共で行われていますが、できるだけ被害が
少なくなるように、一人一人の地震に対する
心構えも大切ではないかと思います。
　本日の卓話は、高知ＲＣの会員である㈱帝
国データバンク高知支店長の釘本様です。よ
ろしくお願いします。
◇東酔会より

　本日６時半より、料理
処希満里で東酔会を行い
ます。現在、23名が参加
予定です。会費は8,000円、
お釣りのないようにお願
いします。

◇会　長　報　告
・７月に、短期の交換学生がまいります。２
組のホームステイ先が必要です。１組は浦
田会員が、昨年に続き引き受けてください
ますが、あと１組を探しています。どうし
てものときは、私が受ける予定をしていま
すが、毎年、同じ家庭というのは問題だと
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•佐野博三　釘本さん、本日の卓話ありがと
うございました。
•西森良文　釘本支店長、本日卓話ありがと
うございました。久しぶりの東酔会楽しみで
す。

•土居祐三　釘本さん、今日は興味あるお話
ありがとうございました。
•竹村克彦　中平さん、中西さん、昨夜はお
世話になりました。たいへんおいしかったで
す。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもサロン
イーストのご利用ありがとうございます。
◇遅刻・早退　２件

議院議員のほか、関西経済の重鎮と言われた
方です。欧米への経済視察に出かけた外山氏
が持って帰ってきたものが三つ。鉄道インフ
ラ、アルコールの醸造技術、そして三つ目が
興信業、企業の信用調査です。日本最初の信
用調査会社は1892（明治25）年、外山氏が大
阪で設立した商業興信所です。しかし、大阪
だけではなかなかうまく機能せず、大蔵省時
代の友人に声を掛けます。それが近代日本経
済の父と言われる渋沢栄一氏です。渋沢氏は
すぐに賛同し、４年後の明治29年、東京日本
橋に東京興信所を設立、この２社で全国を網
羅する形になります。外山氏も渋沢氏も、こ
れまでの人脈により金融機関との強いパイプ
があり、支援を受けることができたことも大
きかったと言われています。数々の商業発展
の地盤を築いてきた渋沢氏は、近代的なビジ
ネスをより普及、拡大するためには企業間の
信用確立が必要不可欠だと考えていたようで
す。
　一方、後藤武夫という人物が福岡から東京
へ上京。企業人として活動する中、企業の信
用調査が重要になると確信し、明治33年、29
歳のとき渋沢栄一氏を訪問。興信所を立ち上
げる援助をしてもらえないかと相談しますが、
金融機関の後ろ盾もなく個人では無理だと断
られます。それでも諦めなかった後藤武夫は、
明治33年３月３日、何の後ろ立てもなく、個
人で帝国興信所を立ち上げます。信用を興す
ことを信念とし、自らが会社を訪問して歩き
仕事を取ってきたようです。急速に近代化が
進む日本において、信用調査の需要が急拡大
し、帝国興信所への調査依頼が急増するとと
もに、無事に20周年を迎えることができまし
た。
　その20周年祝賀会の来賓として渋沢氏が招
かれ「20年前、氏が私を訪問したとき、今に

見よとばかりに立ち去られたが、今日のこの
盛大を見るにつけ、そぞろに当時のことが偲
ばれ、謹んで私が氏を見る目がなかったこと
を陳謝する」という言葉を残しています。
　牧野富太郎氏の名言「雑草という草はない」
は、時代小説家の山本周五郎に言った言葉と
されていましたが、この言葉の根拠となる資
料は見つかっておらず、あいまいなままでし
た。ですが、帝国データバンク資料館で山本
周五郎の企画展を開催するにあたり、根拠と
なる本を見つけたことにより、牧野富太郎氏
の言葉であることがはっきりしました。山本
周五郎は、本格的に作家となる前の20代の前
半、弊社の社員として過ごしています。周五
郎は帝国興信所の小会社である会員雑誌「日
本魂」の編集記者となり、有識者を取材して、
記事にまとめることを主な仕事としていまし
た。
　昭和３年、牧野氏への取材の際、周五郎は
「雑草」という言葉を口走り、牧野氏に「世
の中に雑草という草はない。どんな草にもち
ゃんと名前が付いている。人間にはそれぞれ
固有の姓名がちゃんとあるはず。人を呼ぶ場
合は、正しくフルネームできちんと呼んであ
げるのが礼儀というものじゃないか」とたし
なめられます。周五郎はその後、植物や鳥や
虫の名前を覚えるように心がけ、その姿勢は
名もなき庶民を見つめる周五郎の作風にも息
づいています。
　弊社の業務を通して、山本周五郎氏と牧野
富太郎氏が出会い、名言が生まれたエピソー
ドとともに、若き日の山本周五郎が、当時の
帝国興信所の仕事の中で、その後の生き方に
影響を受けるような言葉を牧野氏からいただ
いたということは、私も一社員として感慨深
いものがあります。　

思います。できるだけ皆さんのご協力をお
願いします。

◇幹　事　報　告
・本日、例会終了後に臨
　時理事会を行います。
・来週、５月28日の６時
　半から、高知大神宮に
　てロータリー情報委員
　会を行います。出席を

お願いします。
・今年度の委員会の委員長さんからの事業報
告、締切は今月末ですのでよろしくお願い
します。

　私の出身は福岡県、現在53歳。家族は妻と
長男、長女の４人家族、現在は単身赴任です。
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体重の増加と血圧の上昇とともに、タイムは
ぐんぐん落ちて、一昨年の高知龍馬マラソン
では、制限時間７時間に対して６時間58分43
秒、ギリギリで完走しました。反省を踏まえ
て、昨年は６時間46分。今年はスタート時点
で、たまたま居合わせたロータリーの方にバ
ファリンを頂き、レース中のきついときに服
用した結果、自己ベストで完走しました。
　弊社に入社後、地元の福岡支店、久留米支
店で大半を過ごした後、高知には10年半前の
2014年10月に、調査課長として赴任しました。
５年間勤務の後、高松支店に転勤、３年過ご
した後、2022年10月、現職として再度高知支
店へ。高知で通算８年目、四国で11年目です。
　本社は東京都港区南青山、ホンダ青山ビル
の隣です。創業は明治33年３月３日、現在
125年目。全国に83カ所の拠点があり、各県
庁所在地に拠点を設けているほか、北海道な
ど広いエリアには複数の拠点があります。従
業員は約3,300名、その内、約1,700名が調査

部門に従事、全国で１日当たり、約3,000社
の企業の信用調査を行っています。弊社は
1981（昭和56）年、それまでの帝国興信所か
ら帝国データバンクと社名を変更、現在に
至っています。
　まず、信用調査業務が行われる前提として、
信用取引が社会へと浸透していった背景があ
ります。信用取引とは、手形や小切手のよう
に、後払いのシステムのことで、８世紀のイ
スラム社会では、既に手形が使われていたと
言われています。日本では江戸時代に為替手
形が盛んに取り引きされていたようです。
　信用調査業務は、もともとは世界各国にお
いて経済が拡大し、貨幣経済から信用経済へ
と移行するに従い、取引相手の信用を調査す
る必要が生じ、取引相手の増加で自前の信用
調査には限界がきて、信用調査を専門に行う
第三者機関が求められるようになりました。
世界最初の信用調査会社は、19世紀初頭の産
業革命時のイギリスで誕生したペリー社と言
われており、その後、アメリカを初めとする
世界各地へ広がっていきます。
　日本で最初に信用調査会社を設立したのは
外山脩造という、越後長岡藩士で明治期の衆



●会長／佐野博三　●幹事／中越貴宣　●雑誌会報委員／西山正純・増田伝郎・有田憲一
●例会日／毎週水曜日12：30PM～1：30PM　●例会場／ザ クラウンパレス新阪急高知　（088）873－1111
●事務所／高知放送南館８階　〒780－0870　高知市本町3－3－39　　　　　　直通（088）824－8660

　ホームページアドレス（PC・携帯共通）http://www.kochi-east-rc.com　メールアドレス　事務局／hcrc@coffee.ocn.ne.jp　広報ＩＴ委員会／info@kochi-east-rc.com

■高知東ＲＣ当面の日程
６月11日㈬　委員会活動実績報告
　　　　　　役員エレクト会

６月18日㈬　委員会活動実績報告
　　　　　　理事エレクト会
６月25日㈬　最終夜間例会
　　　　　　　　　（ザ クラウンパレス）

● ニコニコ箱 ●

先週まで
ニコニコ（チビニコ含む）
1,260,565円
6,150円

1,266,715円
５月21日
今期の累計
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● 出席率報告 ●

５月21日
５月７日

総数
－5 53
－8 53

出席
41
36

欠席
5
0

メイク
アップ HC出席率

77.36％
67.92％

出席率
89.58％
100％

2
9

東　酔　会
2025年５月21日㈬　於：料理処 希満里


	週報2619-1
	週報2619-2
	週報2619-3
	週報2619-4

